

























































































































































































































































































 このことから,汐の・1・さい領域でr(β)o寛Gauss量a資猷㌻ xo o
 よ¥)もっと急、に躍1力冒しなけれ'纈fならないこ二とがわカ》る。 渚
裏
 ○あとがき
 我々はクラスターの平均多重度がエネルギーに依らな
 いという仮説に基づき,多重発生にお∫ナる多重度分布,
 衝ヤージトランスファー,及び弾性散乱を分析した。特
 に多重度分布においては,データを雰常に食く再現でき
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 きることを示した。更に,非弾性過程と弾性過程を衝突係数によって結びつけ,各過程における
 KNOscai三agとτsca}ingをL記のクラスターによって説明できることがわかった。もちろん,
 いろいろな問題点は残されているが,我々のクラスターモデルは現象のある面を反映していると結
 論してよいと思われる。
/
 一1認一
 論文審査の結果の要旨
 中村宏提出の論文は高エネルギー粒子衝突における素粒子多重発生の理論的研究を述べたもので
 3っの部分からなる。第1部では発生機構としてクラスター模型を採明し,クラスターの多重度分布はエネルギ
 ー によらないポァッソン分布に従い,各クラスターに含まれる素粒子数はゆらぎがなく,どのクラスターに対して
 も一定で,適当なエネルギー依存性をもっと仮定すると,発生素粒子の多重度分布がKoba-Melsen-01e-
 senscaliHgを示し,しかも得られるscalingfmctionが震験と著しくよく一致する事を見出した。
 第2部では,クラスターは電気的に中性とし,rap戴ty空間において,クラス々一は或有限頃の区
 間の中で一様な確率で分布し,各クラスターに含まれる素粒子はそれより小さい一定痢の区間の中
 で一様な確率で分布すると仮定して,charget田ns{erを計算している。その結果クラスターの平
 均数がエネルギーに依存する場合の方が実験との一致はよいが,第1部で仮定したようにエネルギ
 ー によらないとしても現在の実験とは矛盾しない事を見出している。第3部では第1部のクラスタ
 ー 模型における多重発生臨面積が,クラスターの多重度分布がエネルギーによらないという仮定の
 ために,Ba器飴yの幾何学模型におけるのと同じ形に書ける事に着目し,既に得られたscaling
 fup面onを使って,衝突径数表示における非弾性散乱断面積を求める事を試みた。そのためには衝
 突径数6の任意の値において発生する素粒子の平均数の平均多重度に対する比rを求めなければな
 らないが,中村は妥当と思われるいくつかの仮定から出発して,これをbの大きい所ではガウス関
 数と決定した。この結果をわのすべての値に対して正しいとして,雰弾性散乱断面積をわの関数と
 して計算すると・実験の分析から得られた関数と,δの大きい所ではたしかに合うが,小さい所で
 は合わない事が見出される。この結果はrがδの小さい所でガウス関数と違って来る事を意味する
 が,この違いを適当なパラメーターで表現する事は比較的容易であるし,クラスター模型と幾何学
 模型の関連に着眼した事は評価される。以上の研究はこの分野の進展に寄与する所ありと認めら
 れる。よって中村宏提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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